






















































































































































































































































































































































































































































































2019 年８月 26 日、「情報機器演習Ⅰ」授業の
第 15 回（最終回）の授業において質問紙を配布
し、アンケート調査を行った。2019 年度は２ク
ラスの授業が開講され、履修者数は 39 名と 38 名







































































図５～図７に「A 学生の LMS 活用状況」の調
査結果を示す。この調査の有効回答は 58 名であ
った。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図９ 「D 紙とパソコンによる違いの 
認識調査(1)」の結果 





図８ 「B コメント入力の効果」及び「C フィードバックコメント閲覧の効果」の結果 










































た」は 3.64 であり、比較的高い値となった。「D4 
パソコンにコメントを入力する方が、紙に書くよ



















































































図８ 「B コメント入力の効果」及び「C フィードバックコメント閲覧の効果」の結果 





















図９ 「D 紙とパソコンによる違いの 
認識調査(1)」の結果 















































































































































た。この結果、2018 年度はM =3.64、SD =0.52
であり、2019 年度はM =3.86、SD =0.39 であった。
ウェルチ法によるt 検定の結果、両群の平均値の
差は有意であり（ t  =2.685，df  =103.46，p =0.008，











た。この結果、2018 年度はM =3.48、SD =0.56
であり、2019 年度はM =3.80、SD =0.40 であった。
ウェルチ法によるt 検定の結果、両群の平均値の
差は有意であり（ t  =3.611，df  =99.22，p = 0.001，
effect size d  =0.662，power  =0.947）、2018 年度よ
りも 2019 年度の方が満足していると判定された。
2018 年度と 2019 年度の授業内容はほぼ同一で
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